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例  言

1 本書は、古代文化調査会が京都市中京区数屋町通御池上る上自山町において、積水ハウス株

式会社によるマンション建設に伴い実施 した平安京左京三条四坊十五町・烏丸御池遺跡

(14H380)の 発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、積水ハウス株式会社より委託を受けた古代文化調査会の水谷明子が担当し、家

崎孝治が補佐 した。

3 調査にあたっては、京都市文化市民局文化財保護課の指導を受けた。

4 本書の編集・執筆は水谷がおこなった。

5 図面及び遺物整理、製図 トレースは水谷が、遺物実測は板谷桃代が担当した。

6.本書で使用 した方位及び座標の数値は世界測地系 (新測地系)平面直角座標系Ⅵによる。

7 本書で使用 した地図は、京都市都市計画局発行の2,500分の 1の地図 (御所 。三条大橋 )、 国

土地理院発行の25,000分 の 1の地図 (京都北部)を調整 し、使用 した。

8.土壌及び土器・瓦類の色調の表記は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色

帖』に準 じた。

9 遺構番号は実測図・写真ともに共通している。

10 発掘調査及び遺物整理に際して、下記の方々の御指導・御協力を得ることができた。記 して

感謝の意を表します。 (所属・敬称略、五十音順)

赤松佳奈 家原圭太 馬瀬智光 奥井智子 梶川敏夫 熊井亮介 熊谷舞子 黒須亜希子

:佐々木信夫 鈴木久史 須藤晴彦 西森正晃 新田和央 長谷川行孝 平尾政幸
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平安京左京三条四坊十五町 0鳥丸御池遺跡

調査の経緯

調査に至る経緯

調査地は京都市中京区俎屋町通御池上る上自山町259他である。当該地は周知の埋蔵文化財包

蔵地・平安京左京三条四坊十五町・烏丸御池遺跡にあたる。2014年 4月 、当地に積水ハウス株式

会社によるマンション建設の計画がなされ工事に先立ち京都市文化財保護課が試掘調査を実施し

た。試掘調査の結果、地表下1 lmに おいて室町時代後期の遺構が良好な状態で遺存 しているこ

とが判明し、発掘調査の必要性が考慮されるに至った。京都市の指導の下、当調査会と施主との

協議の結果、当調査会が発掘調査をおこなうこととなった。調査は2014年 11月 より開始すること

となった。

調査経過

当該地は平安京跡の左京三条四坊十五町に位置し、西に富小路、東が東京極大路、北が押小路、

南が三条坊門小路に囲まれたところで、調査対象地は十五町の南西部・西一行北六～七門に相当

する。平安時代この十五町には「山井殿Jと 呼ばれる邸宅があった。この邸宅は平安時代前期に

ノ
,

調査地点位置図 (1/25,000)図 1
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図 4 四行八門と調査位置関係図 (1/2,000)



は参議の藤原綱継、中期には右大臣の藤原定方、永頼、道頼へと伝領 していく。定方はこの山井

殿の他に十町の「中西殿」、七町の「大西殿」の合わせて 3つの邸宅を所有 していた。その後山

井殿は藤原道長の手に渡 り、その妻明子と娘寛子の邸宅となる。中世になるとこの地における邸

宅の記述は文献上には認められない。

本調査地の近隣調査 (図 2)と しては、2011年 に当調査地の西に隣接するマンションの新築工

事に伴い当調査会が発掘調査を実施している。検出した遺構は平安時代前期から室町時代の富小

路の路面とその西側溝、平安時代中期から江戸時代の土墳や柱穴などを検出している。なお、現

在の富小路は2011年度調査地の西側を通 り、安土桃山時代に豊臣秀吉が実施した都市改造事業で

ある天正地割により新設されたものである。

今回の調査においては、平安京左京三条四坊十五町における宅地利用の変遷と、文献史料に見

られる「山井殿」の検出を念頭に置き、試掘調査の結果を踏まえ、機械力により盛土・撹乱層を

除去 し、調査に着手した。調査は2014年 11月 4日 から開始し、2015年 1月 10日 に終了した。調査

面積は300Jで、実働 日数は47日 間であった。

調査の方法としては、 (公財)京都市埋蔵文化財研究所が作成 した平面直角座標系Ⅵによる平

安京の復原モデル60を使用 し、調査区の北東角を原点 (X-109,6452、 Y-21,3865)と する、

東西方向にアラビア数字を、南北方向にアルファベットを記号として付 し、 4mメ ッシュのグリ

ッドを基本とする遺構遺物の記録をとる方法をおこなった。十五町における築地四隅の座標値

(新測地系)は次の通 りである。

北西 X=

Y=

南西 X=

Y=

-109,564.13m

- 21,408 5911n

-109,683 52rn

- 21,408 10m

北東 X=

Y=

南東 X=

Y=

-109,563.64rn

- 21,289 20m

-109,683 03rn

- 21,288.71m

-3-



（К
Ｉ
て
）
（嘔
嘲
へ
番

日
８
Ｈ
ム

ｓ
）
き
合
Ｊ
寧
ト
ー

い
ヽ

ミ
寸
”
Ю
Ｎ

（嘔
刺
ヽ
き

日
お
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
）
き
合
コ
燿
ヽ
―

い
ヽ

ミ
寸
い
い
∞

（嘔
嘲
ヽ
き

日
８
∞
ム

、
）
迷
台
ｕ
駆
畔

ミ
∞
´
Ю
Ｎ

（暉
嘲
へ
番

日
お
，
Ｈ
ｓ
）
ぺ
全
Ｊ
寧
ヽ
―

い
ヽ
雪

繋
∞
”
Ю
ヽ

（嘔
嘲
へ
き

日
Ｂ
Ｈ
ム

０
　
ボ
）
哩
合
Ｊ
寧
ト
ー

い
ヽ
ヾ
寸
´
Ю
Ｎ

（嘔
嘲
へ
き

日
８
Ｈ
Ｉ
∞
０
）
理
合
Ｊ
軍
行
―

い
ヽ

ミ
寸
い
い
い

（嘔
咽
ヽ
き

日
８
，
Ｈ
ｓ
　
嘲
へ
＝
ポ
　
ペ
）
翼
全
ｕ
楓
区
雪

巽
寸
”
Ю
Ｎ

（嘔
咽
へ
き

８
８
ム

ｓ
）
理
合
Ｊ
寧
ヽ
Ｉ

Ｆ
ヽ

ミ
寸
”
Ю
Ｎ

（Ｏ
山
翠
測
）
哩
Ｏ
Ｊ
枢
К
雪

ｑ
゛
い
い
一

（嘔
咽
へ
番

日
お
―
【
、
　
ポ
）
哩
さ
硼
顆
畔

ミ
∞
”
Ю
Ｎ

（Ｏ
卿
型
則
）
（嘔
嘲
へ
番

日
お

、
　
べ
）
理
合
Ｊ
枢
区
雪

ミ
寸
”
Ю
Ｎ

（嘔
ぺ
）
哩
含
Ｊ
寧
ヽ

１
，

ヽ
雪

錠
∞
”
Ю
Ｎ

（暉
ぺ
）
理
合
Ｊ
ド
ヽ
１
か
ヽ
雪

錠
∞
”
Ю
Ｎ

（暉
咽
へ
刊
黎
　
翼
）
颯
全
Ｊ
枢
К
留

ミ
゛
´
Ю
Ｎ

（嘔
醐
へ
番

日
８
Ｈ
，
Ｈ
ｓ
　
嘲
へ
引
翠
　
ム
）
蝉
全
Ｊ
鰹
ヽ
―
か
ヽ
Ｒ
゛
”
Ю
∞

（瑯
嘲
へ
港

８
８
Ｎ
ム

ｓ
　
嘲
岳
引
黎
　
バ
）
哩
全
硼
躯
ヽ
１

一
ヽ
Ｒ
゛
”
Ю
Ｎ

（嘔
き
へ
０

８
８
【
ム

、
　
Ｒ
）
哩
全
Ｊ
鰹
判
К

ミ
寸
”
Ю
い

（暉
嘲
書
き

日
８
Ｎ
ム

０
　
バ
）
翠
全
Ｊ
翠
ヽ
１
↑
ヽ
ミ
寸
”
Ю
Ｎ

（嘔
ぺ
）
哩
全
Ｊ
寧
ヽ

１
，

ヽ
Ｒ
寸
”
Ю
Ｎ

（堅
ポ
）
理
合
Ｊ
寧
ヽ
１
´
ヽ

ミ
寸
”
Ю
い

（嘔
Ｘ
）
哩
全
硼
螺
畔

ミ
∞
”
Ю
Ｎ

（０
幽
製
測
）
（嘔
ポ
）
螺
合
Ｊ
鰹
ヽ
１
か
ヽ
営

Ｒ
∽
”
Ю
Ｎ

（●
幽
製
測
）
（嘔
翼
）
製
全
硼
翠
畔

ヽ
”
”
Ю
Ｎ

（嘔
醐
■
番

日
お
Ｔ

【
０
　
ポ
）
哩
全
Ｊ
颯
К
雷

ミ
゛
”
Ю
∞

（０
幽
製
測
）
（嘔
嘲
へ
＝
ポ
　
翼
）
螺
全
岬
鰹
畔

ミ
∽
”
Ю
Ｎ

Ｅ
ｏ
ｏ
　
Ｎ
寸

一一
コ

Ш

∞
∞
∞
＾

｝
∞
―
ト

６
ｏ
Ｈ＼
Ｈ）
図
薫
Ⅸ
障
当
測
響
　
Ю
図

（０
型
報
剖
）
（嘔
刺
へ
番

日
お
Ｉ
Ｈ
Ｏ
）
哩
Ｏ
Ｊ
寧
ト
ー

い
ヽ
雪

錠
∞
”
Ю
¨

（嘔
嘲
へ
引
ぷ
　
ぺ
）
螺
合
Ｊ
韓
畔

ヽ
∞
´
Ю
Ｎ

（〇
幽
増
測
）
（嘔
咽
へ
番

日
お
Ｉ
Ｈ
Ｏ
）
哩
合
Ｊ
燿
ヽ
１

つ
ヽ
世

錠
∞
´
ｎ
Ｎ

（嘔
嘲
〓
き

日
８
Ｎ
′
∞
、
　
べ
）
ぺ
合
Ｊ
寧
ヽ
１

っ
ヽ

Ｒ
寸
´
Ю
Ｎ

（嘔
嘲
へ
番

日
お
ム

０
）
理
合
Ｊ
楓
К
雷

Ｎ
寸
´
ｎ
Ｎ

（嘔
颯
ヽ
き

８
８
Ｎ
‘
∞
ｓ
　
嘲
へ
「
ポ
　
ペ
）
哩
合
硼
翠
叶

ミ
∞
”
り
Ｎ

（０
剛
デ
涎
）
（嘔
咄
■
膊

日
８
【
―
∞
０
）
理
合
Ｊ
鯉
厳

ミ
∞
“
”
８

（嘔
引
ポ
　
ヽ
、
口
篠
「
禦
　
当
）
哩
全
Ｊ
躯
ヽ
１

，
ヽ
雪

錠
∞
´
Ｏ
Ｎ

（０
熙
製
副
）
（嘔

ヽ
、
口
ヽ
「
業
）
哩
全
Ｊ
寧
畔

ミ
∞
“
”
８

（嘔
咽
ヘ

ム
合
ヽ
　
だ
）
含
Ｊ
ヽ

１
か
■
К

ミ
゛
”
Ю

哩
全
硼
畔
ヽ
１
い
ヽ
ミ
∞
”
Ю

（Ｏ
理
製
樹
）
哩
全
Ｊ
駆
畔

Ｎ
∞
´
Ю
∞

（〇
幽
翌
測
）
（嘔
嘲
ヘ
ペ
）
哩
全
硼
楓
区
留

ミ
寸
”
Ю
釣

哩
台
Ｊ
駆
ト

ー
い
ヽ
Ｒ
守
´
Ю
∞

（嘔
嘲
へ
翼
）
颯
全
Ｊ
鰹
畔

ミ
∽
”
Ю
Ｎ

（９

郎
引
）
（嘔
嘲
ヽ
番

日
８
Ｎ
２
●
　
ポ
）
哩
全
Ｊ
寧
畔

ミ
∞
”
Ю
Ｎ

（８

螂
「
）

（嘔
咽
ヽ
田

日
８
ｏ
，
８

ｓ
　
Ｘ
）
螺
台
Ｊ
鰹
ヽ
１
か
ヽ
Ｒ
寸
”
Ю
Ｎ

（暉
刺
ヽ
き

日
あ
Ｈ
′
０
）
颯
全
ｕ
寧
畔

ミ
∞
”
Ю
∞

（嘔
酬
へ
■
ポ
　
痣
）
哩
全
国
鰹
＾
―
か
ヽ
Ｒ
゛
”
Ю
Ｎ

（嘔

エ
ミ
ヽ
）
さ
Ｊ
畔
ヽ
１
か
ヽ
ミ
∞
”
Ю

哩
合
Ｊ
寧
畔

ミ
∞
´
Ю
Ｎ

哩
合
Ｊ
判
К
聖

ミ
゛
”
Ю
Ｎ

哩
全
Ｊ
楓
区
雪

ｑ
め
”
Ю
∞

（嘔
＝

ヽ
、
口
ヽ
コ
楓
　
ぺ
）
製
全
硼
鰹
ヽ
―
か
ヽ
Ｒ
゛
”
Ю
Ｎ

（寝

ニ
ミ

′、
）
哩
全
Ｊ
楓
Ｋ
雪

ミ
寸
”
Ю
∞

堅
全
Ｊ
楓
К
曽

ミ
゛
”
Ю
Ｎ

（●
幽
製
測
）
哩
Ｏ
Ｊ
瓶
区
智

ミ
゛
”
Ю
Ｎ

一

〇
〇
∞
＾

｝
Ｎ
Ｉ
メ

（嘔
回
ヽ
当

日
８
Ｎ
Ｉ
、
　
ポ
）
哩
含
硼
寧
畔

ミ
∞
´
ｎ
゛

ヽ

喫
全
ｕ
鰹
ヽ
―

い
ヽ

賃
寸
”
崎
Ｎ

Ｒ

哩
全
硼
楓
К
雪

ｑ
ヾ
い
い
ヽ

Ｒ

（嘔
喘
ヘ
ペ
）
理
合
Ｊ
駆
ヽ
―
い
ヽ
雪

錠
∞
´
ｎ
Ｎ

Ｎ

（０
幽
製
測
）
哩
Ｓ
ｕ
枢
区
雪

ミ
Ю
´
Ю
Ｎ

Ｒ

（窪
嘲
へ
翼
）
哩
台
Ｊ
牌
畔

Ｎ
∞
”
０
い

ヽ

（嘔
刺
ヽ
Ｒ
）
颯
合
ｕ
寧
楓
К

ミ
寸
“
”
２

ＨＮ

（嘔
十

ヽ
、
口
ヽ
口
桐
　
嘲
へ
侭
）
理
合
Ｊ
寧
楓
区

ミ
゛
“
´
８

ｏ
一

（嘔
咄
ヽ
き
台
早
）
哩
合
Ｊ
鰹
畔

ミ
∞
い
い
Ｎ

８

き
全
粟
Ｊ
螺
ヽ
―
い
ヽ
曽
寸
´
Ю
Ｎ

曽

巽
合
Ｊ
鰹
班

ミ
∽
”
Ю
∞

』

哩
全
Ｊ
寧
ヽ
１
か
ヽ
ミ
゛
´
Ю
ヽ

ヨ

（寒
翼
）
哩
合
Ｊ
鯉
畔

ミ
∽
”
Ю
ω

２

（嘔
裏
）
哩
全
硼
駆
畔

て
∞
“
”
９

寸
Ｈ

（Ｏ
測
製
測
）

（嘔
刺
ヽ
き

日
ぶ
ム

０
　
バ
）
哩
全
硼
寧
畔

ミ
∞
“
´
８

曽

（嘔
咽
讐
「
ポ
　
侭
）
螺
き
Ｊ
寧
班

ヽ
∞
”
Ю
Ｎ

Ｎ

（嘔
嘲
ヽ
「
ポ
　
ポ
）
颯
全
Ｊ
寧
畔

繋
Ｎ
饂
”
８

〓

（嘔
引
黎
　
べ
）
理
合
Ｊ
鰹
班

ヽ
∞
“
”
８

ｏ
【

（嘔
刺
〓
引
ポ
　
バ
）
哩
全
Ｊ
寧
畔

ミ
∞
“
”
８
　
ｏ

（嘔
咄
ミ
引
事
　
翼
）
哩
全
Ｊ
螺
雷

錠
∞
“
”
８
　
∞

（嘔
刺
ヽ
番

日
８
Ｈ
Ｉ
出
ｓ
　
咽
■
ギ
巽
　
バ
）
喫
全
国
軍
雷

賛
∽
“
”
８
　
ト

（嘔
咽
ヽ
「
堅
　
翼
）
哩
合
Ｊ
寧
雪

ミ
∞
饂
”
８
　
０

（嘔
咽
゛
Ｓ
Ｓ
　
＝
巽
　
ぺ
）
颯
合
Ｊ
軍
畔

ミ
∽
“
”
８
　
Ю

（暉
引
選
　
ぺ
）
哩
全
硼
雲
畔

ｑ
∞
´
崎
゛
　
ヾ

（嘔
銅
ヽ
き

日
８
一
―
い
０
）
「
ポ
Ｊ
寧

ミ
゛
“
”
Ю
卜
　
∞

普
含
菓
Ｊ
鰹
楓
３
■
２

錠
滞
ヌ
８
　
Ｎ

ギ
郎
Ъ
ば
「

一
性

【

欝 8お ● 38388888お 38PrSPド ド ド ミ 錠 R

銘 38あ あ 錦 あ 8お ヽ 円 89専 斜 等 専 9マ 等 等 98お ヽ R毬

一

寸
〇
寸
´

一
”
―
メ

-4-



構

調査区の現代盛土は概ね0.4～06m程だが、既存建物解体後の地盤改良による撹乱が、一部深

さ約 lmに及び、近世遺構を削平 している。また、調査区南西部において南北 2m× 東西2.5m、

高さ12m以上の基礎 コンクリー ト塊を検出した。盛上の下は江戸時代の土層が地表下10～ 1.3

mの厚さで堆積する。以後鎌倉時代から室町時代の中世の遺構面を経て、深さ約16mで平安時

代後期の整地層を確認 した。最終面である第 4面は平安時代後期の遺構が大半を占めるが、一部

中期の遺物 も確認できた。また、調査区中央部から南東部にかけては、第 4面の遺構の下層に庭

園遺構かと考えられる溝状の遺構 と池を検出した。

遺構は平安時代から江戸時代のものがあり、遺構の種類としては、土墳、掘立柱、井戸、溝、

埋桶遺構、庭園状遺構などがある。遺構総数は490基であった。以下、主要な遺構について述べ

る。

平安時代

池473(図 8・ 図版 2の 2・ 5の 8)

調査区南東角部に位置する浅い落ち込みである。南北長6.Om以上、東西長2.4m以上で調査区

外に続 く。深さは03mを測 り、上下 2層の堆積が確認できる。上層は10cmま での礫を含むオリ

ーブ褐色砂泥、下層は 3 cmま での礫を含む暗オリーブ褐色のシル ト層であった。池跡ではないか

と考えられ、溝480も 含め庭園遺構の一部ではないかと推察する。11世紀代の土器が多 く出土 し

ている。

溝480(図 8・ 図版 2の 2・ 5の 7)

調査区中央部に位置する、東西方向の溝である。西端は堀175に、東端は近世の井戸、中央部

は土墳450に より削平されている。幅08～ 1 lm、 深さ0.1～0.3mを測る。他の遺構による撹乱

が著 しく、その詳細は明らかではないが、調査区南東部の池473の方向に振れてお り、関連性が

推察できる。

土墳369(図 8・ 9。 図版 2の 2・ 5の 6)

調査区南東部に位置する土墳である。径0.55m、 深さ0.2mを測 り、ほぼ円形を呈する。埋土

はオリーブ褐色砂泥層である。12世紀代の完存品の土師器皿などが出土した。

柱穴351・ 358・ 378・ 458・ 467(図 8・ 図版 2の 2)

調査区東半部に位置する柱穴群である。いずれも一辺05～08mの方形の掘形をもち、深さ

015～035m、 柱根跡は径0.18～0.25mを 測る。小片だが平安時代中期から後期の土器が出土し

ている。これらの柱穴群は今回の調査では建物等として検出することはできなかった。しかし、

削平されているが同規模と考えられる柱穴が他にも数個存在することから、この地に建物があっ

たと推察することができる。

一退
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土渡447(図 8・ 10・ 図版 2の 2)

調査区中央南部に位置する土墳である。西端が井戸48に より削平されている。南北長15m、

東西長18m以上、深さ0.55mを 瀬1る 。掘形は不定形で底部は平坦である。埋土は 6つ に分層で

き、第 2層以下はシル ト層である。

土墳270(図 8・ 図版 2の 1)

調査区中央南部に位置する土墳である。径05m、 深さ0.15mを 測る。掘形は円形を呈する。

埋土は黒褐色砂泥層である。平安時代後期の土師器が出土 した。

鎌倉から室町時代

土壇125(図 7・ 11・ 図版 1の 2・ 4の 1)

調査区南東部に位置する土塘である。東部は調査区外 となる。南北長 lm、 東西長1.lm以上、

深さ03mを測る。掘形は不定形で底部は平坦である。埋土は黒褐色砂泥層で、5～20cmの礫が底

まで詰められていた。瓦や13世紀後半の土器片が出土している。

土墳300(図 8・ 図版 2の 1)

調査区中央北部に位置する土墳である。東部を削平されている。南北長14m、 東西長20m以

上、深さ09mを波1る 。掘形はやや楕円形を呈する。埋土は黒褐色砂泥層で、10～ 20cmの石が底

部まで密に詰まっていた。

土墳177(図 7・ 12・ 図版 1の 2)

調査区中央部に位置する土墳である。南部を削平されている。南北長1.6m以上、東西長0.35

m、 深さ005mを測る。掘形は溝状を呈する。埋土は黒褐色砂泥層である。鎌倉時代末期の土師

器皿が掘形全体からあまり重ならない状態で出土した。

土塘299(図 8・ 13・ 図版 2の 1・ 5の 1)

調査区南東部に位置する土墳である。南北長0.9m、 東西長1.9m、 深さ0.3mを測る。掘形は

楕円形を呈 し、ほぼ中央部を土墳213に 削平される。埋土は 2層 に分けられ、上層は炭を含む黒

褐色砂泥層で、土器片が多量に出土した。下層は 1～ 3 cmの礫を多 く含む黒褐色砂泥層である。

土墳213(図 8・ 13・ 図版 2の 1・ 5の 1)

調査区南東部に位置する土墳である。径0.8m、 深さ015mを測る。掘形は円形を呈する。埋

土は砂混 じりの暗灰黄色砂泥層である。土墳299を 削平するような状態で、橘鉢状の浅い掘形か

ら3～ 10cmの礫を多量に検出した。

土塘244(図 8・ 14・ 図版 2の 1)

調査区南東部に位置する土墳である。南東部を土墳243に 削平される。南北長0.5m、 東西長

1.4m以上、深さ018mを 沢1る 。掘形は角がやや丸みを帯びた方形である。埋土は 2層 に分けら

れ、上層は暗オリーブ褐色砂泥層、下層はオリーブ褐色砂泥層である。上層から出土した土師器

皿は正位の状態のものが多 く、 2枚重ねのものもあった。
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土墳243(図 8・ 図版 2の 1)

調査区南東部に位置する土墳である。南北長05m、 東西長09m、 深さ0.3mを浪1る 。掘形は

長方形を呈する。底部は平坦で壁はほぼ直角に立ち上がる。埋土は黒褐色砂泥層である。下層か

ら木の痕跡らしきものを検出したが、微かなもので詳細は分からなかった。墓の可能性を考える

ことができる。遺物は上層からのみ室町時代前半の小さな土器片が出上 した。

集石遺構122(図 7・ 図版 1の 2・ 4の 1)

調査区南東部に位置する浅い集石遺構である。西と南は削平され、東端は調査区外となる。南

北長13m以上、東西長2.5m以上、深さ01mを測る。埋土は暗灰黄色砂泥層で、 4～ 10cmの石

を1段検出した。一部並んでいるように見える集石だがその詳細は不明で、庭園遺構の一部かと

も考えられる。室町時代の遺物が出土している。

井戸56(図 7・ 15'図版 1の 2・ 4の 5)

調査区北東部の東壁沿いに位置する井戸である。東半分は調査区外である。掘形は径2.3mの

やや歪んだ円形で、井筒は0.1～0.4mの川原石を円形に積み、内径は1.Omを 源1る 。壁面の崩落

を防ぐため掘削は深さ09mま でとした。確認できた掘形の埋土は2層で、上層は礫が多量に混

ざる黒褐色砂泥、深さ08m以下の下層は黒褐色砂泥であった。室町時代の遺物が出土している。

土墳130(図 7・ 16・ 図版 1の 2・ 4の 2)

調査区中央部の南壁沿いに位置する土墳である。南部は調査区外となる。南北長0.5m以上、

東西長06m、 深さ0.25mを 測る。掘形はほぼ直に落ち、底部は平坦である。埋土は炭混じりの

黒褐色砂泥層である。瓦器の火舎を正位の状態で据え、その上に5～ 15cmの石を積み上げる。

桃山から江戸時代

堀175(図 7・ 図版 1の 2・ 4の 4)

調査区西部に位置する東西方向の堀である。南北幅25m、 東西長5.6m以上で調査区外に続き、

深さ13mを測る。掘形は逆台形を呈する。底部から高さ1.05mま でシル ト層が堆積 してお り、

水を湛えた堀であったと考えられる。江戸時代前期の土器類が多数出土 した。

建物基礎142(図 7・ 図版 3の 5)

調査区西部の堀175の上面に位置する。建物の礎石である。上面が平坦の長辺約02～03mの

切 り石が並ぶ。堀175廃絶後に建てられた建物の基礎である。礎石とともに温石を検出した。

井戸48(図 7・ 図版 1の 1)

調査区中央南部に位置する円形の石組井戸である。掘形は径1.8m、 深さ15m以上、井筒の内

径は0.9mを測る。石組内からIII渦片が複数出土 してお り、鋳造に伴う井戸ではないかと考えら

れる。江戸時代中期。

土境176(図 7・ 17・ 図版 1の 2・ 4の 3)

調査区北西部に位置する土墳である。南部は井戸20に 削平される。南北長0.8m以上、東西長

1.lm、 深さ0.65mを 測る。掘形は不定形で、埋土は黒褐色砂泥層である。下層から獣骨が出土

―-12-―
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した。獣骨の種別は不明だが、25cm程 に切 り揃えられており、東ねたような状態で出土した。江

戸時代中期。

土墳39(図 7・ 18・ 図版 1の 1・ 3の 4)

調査区中央北壁沿いに位置する石組土墳である。西部は削平され、北部は調査区外である。掘

形は南北長20m以上、東西長2.0以上、深さ1.4mを 測る。埋土は 3層 に分けられ、最下層は粗

砂混 じりのにぶい黄褐色砂泥層である。石組は方形で、内径の南北長1.Om、 東西長1.3m以上で

ある。10～45cmの石を8段程積む。貯蔵穴であったと考えられる。江戸時代中期。

土墳168(図 7・ 19。 図版 1の 2)

調査区北西部に位置する土墳である。北半部を削平される。桶の底板が確認できた。桶は径

0.5m、 残存高は l cmも なかった。掘形は円形で、径08m、 深さ04mを測る。埋土はオリーブ

褐色砂泥層である。桶内は黒褐色砂泥層で、下層に l cm程暗灰黄色砂泥層が堆積する。江戸時代

中期。

井戸20(図 7・ 図版 1の 1・ 3の 1)

調査区西部に位置する円形の石組井戸である。径1.6m、 深さ1.5m、 井筒の内径は10mを測

る。掘形の埋土は暗灰黄色砂泥、井筒内の埋土は灰黄褐色砂泥であった。江戸時代中期。

溝29(図 7・ 図版 1の 1・ 3の 1・ 3の 2)

調査区西部に位置する石列の東西溝である。西端は調査区外 となる。掘形は南北幅15m、 東

西長40m以上、深さ035mを 測る。石列の内幅は035mで、埋土は炭混 じりの黒褐色砂泥層 と

2 cmま での礫が混じる黒褐色砂泥層である。南側の石列は 3段で、溝の内狽1に面を揃えた10～30

cmの石を積む。北側の石列は残存 しておらず、 3～ 8 cmの裏込め石と考えられるものを検出した。

―-13-―
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石組30(図 7・ 図版 1の 1・ 3の 1)

調査区西部に位置する方形の石組である。東部を井戸20に削平される。掘形は南北長1.7m、

東西長1.2m以上、深さ1.3mを 測 り、埋土は黒褐色砂泥層である。石組の南北の内径は07mで、

埋土は上層が褐灰色砂泥層、下層が黒褐色シル ト層である。底部は平坦で漆喰敷きである。江戸

時代中期。

土壇43(図 7・ 20・ 図版 1の 1・ 3の 1・ 3の 3)

調査区南西部に位置する土墳である。桶を据えた、埋桶式便槽 といわれる便所遺構である。桶

は径075m、 残存高は0.55mを 測る。掘形は径115mである。一部、桶の縁を囲む石組が残存 し

ており、 8～ 18cmの石を 1～ 2段積み上げる。桶の埋土から土師器の小皿が大量に出土している。

調査区南西部で検出した土墳97(図 7)も 木桶の底板を確認することができた。同じく埋桶式便

槽遺構ではないかと考える。2013年度の妙覚寺城跡の調査において同様の遺構を検出しており、

この土師器皿は壽木の代わりに使用した可能性がある。江戸時代中期から後期。

出土 した遺物は整理箱に110箱 ある。時代は平安時代から近現代までのものがある。遺物の種

類には土師器、須恵器、瓦器、国産陶磁器、輸入陶磁器、瓦類、石製品、金属製品、銭貨などが

ある。以下主要な遺物について概述する。

なお、時代区分は平安京の土器編年をもとにおこなう。

土 器
。
陶磁 器 類

池473出土土器 (図 21・ 図版 6)

土師器皿A(1～ 7)、 皿N(8～ 22)、 自土器皿 (23)、 瓦器椀 (24)、 緑釉陶器椀 (25)が あ

る。ttN小の回径は 9～ 10cm台 、大は12～ 17cm台を沢1る 。13は灯明皿である。23の胎土はやや粗

く、2.5Y8/1灰 白色で削 り出し高台である。18は混入品ではないかと考える。24は 内外面に密に

磨きを施 し、日縁端部内面に沈線が確認できる。25の胎土は硬質で、10Y4/2オ リーブ灰色である。

11世紀中頃から13世紀前半頃のⅣ期中からⅥ期のものである。

溝480出土土器 (図22)

土師器皿N(26～ 33)、 灰釉陶器椀 (34)、 白磁碗 (35)がある。ttN小 の口径は 9 cm台～10cm、

大は14～ 16cm台 を測る。34は 内外面ともに施釉 し、底部内面に重ね焼き痕が確認できる。35は底

部のみで、低い削 り出し高台である。12世紀代。

土境369出土土器 (図 23・ 図版 6)

土師器皿N(36～ 45)がある。小は口径 9 cm台 、器高1.4～ 1 7cmを 測る。大は14～ 15cm台 、器

高22～ 3.4cmを 沢1る 。V期中。

物壼退Ⅲ
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土渡447出 土土器 (図 24・ 図版 6)

土師器皿Ac(46～ 48)、 皿N(49～ 64)、 自土器皿 (65)、 自磁皿 (66)、 白磁碗 (67)力 あ`る。

皿N小は口径9～ 1lcm台、器高1.3～ 2.lcmを測る。大は口径14～ 15cm台、器高23～ 2.8cmを 測る。

65は 10YR8/1灰白色で、底部は糸切 り痕が確認できる。66、 67は底部のみである。

土渡270出土土器 (図 25・ 図版 6)

土師器皿N(68～ 73)がある。小は回径90～ 9.8cm、 器高12～ 1 5cmを 測る。大は回径13.2と

15.2cm、 器高2 5cmを 測る。12世紀後半。

土墳300出土土器 (図 26・ 図版 6)

土師器皿Ac(74～ 76)、 皿N(77～ 80)、 皿 S(81～ 84)、 瓦器鉢 (85)、 瓦器鍋 (86)がある。

皿Acは 口径46～ 5.6cm、 器高1 0cmを 測 り、10YR8/2灰 白色である。皿Nは 口径8.0～ 8 7cm、

器高1.4～ 1.6cmを 測る。tt Sは 口径10～ 13cm台 である。86は鍋の回縁部で、夕ヽ面が煤ける。Ⅶ期

に属する。

土蹟177出土土器 (図 27・ 図版 6)

土師器皿N(87～105)がある。小は口径7～8cm台、器高1.3～ 1 8cmを 測る。大は回径11～ 13

cm台 、器高16～2.3cmを 測る。87、 91～93は 回縁端部に煤が確認できることから灯明皿である。

Ⅵ期。

土渡299出土土器 (図 28・ 図版 6)

土師器皿 Sh(106～ 110)、 皿 S(111～ 114)、 皿N(115～ 123)、 鍋 (124)、 瓦器鍋 (125、

126)、 瓦器羽釜 (127)、 須恵器鉢 (128)、 白磁碗 (129)、 青磁碗 (130)がある。皿 Shは 口径

6～ 7 cm台 、器高1.5～ 2 0cmを 測る。皿 Sは 8～ 12cm台 、器高1.4～ 3 5cmを 測る。ttN小 は口径

9.Ocm、 器高1.2～ 1.6cmを 波lる 。大は口径10～ 14cm台 、器高2.0～2 5cmを 測る。124は 内外面とも

に煤ける。126は体部内面に浅いカキメ痕が確認できる。127は鍔の下を指で強 く押さえる。128

は内外面ともに煤ける。129は底部のみで、削 り出し高台である。130は 75Y5/2灰オリーブ色の

釉薬を施釉 し、外面に蓮弁文を施す。室町時代前半。

土渡213出土土器 (図 29・ 図版 7)

土師器皿 Sh(131)、 皿N(132～ 136、 138、 139)、 皿 S(137、 140)がある。131は 口縁端部

外面に強い横ナデを施す。皿N小は回径8～ 10cm、 器高13～ 1.8cmを 測る。大は回径11 8cmと 12

cm、 器高1 8cmを 波lる 。132の底部は糸切 り痕が確認できる。室町時代のものと考える。

土渡244出土土器 (図 30・ 図版 7)

土師器皿 Sh(141～ 144)、 皿N(145～ 154、 157)、 皿 S(155、 156、 158)がある。ttS hは

回径6.6～ 6 8cm、 器高1.7cmを 浪1る 。tt N小 は口径7.0～9 2cm、 器高13～2.lcmを測る。大は口

径118～ 12 6cm、 器高25～ 2.9cmを 測る。皿 Sは 口径11.8～ 12.6cm、 器高2.6～2.9cmを 測る。

143、 145は 口縁端部に煤が付着することから、灯明皿である。室町時代。

井戸56出土土器 (図31)

土師器皿 N(159)、 皿 Sb(160)、 皿 S(161～ 165)、 瓦器椀 (166)、 瓦器鍋 (167、 168)が

―-18-
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図32 土墳130出土遺物実測図 (1/4)

ある。皿 Sは回径98～ 12cm、 器高2.3～3 2cmを 波lる 。166は 口径15 8cm、 底径6 2cmで、器高5.8

cmを測る。高台は貼 り付けで、口縁端部内面に沈線を施す。内外面ともに磨きは密で、底部内面

には格子状の磨きを施す。167、 168は鍋の回縁部で、167は 日径26.Ocmを 測る。168は 口径30.Ocm

を測 り、日縁部内面から外面にかけて煤と炭化物が付着する。Ⅷ期に属すと考える。

土墳130出土土器 (図32)

土師器皿N(169)、 皿 S(170、 171)、 瓦器火舎 (172)が ある。172は 回径27 6cm、 器高13cm

を測る。体部内面から外面にかけて密に磨きを施す。口縁部外面に2個で一単位の菊文を 7カ所

押印する。底部には径0 8cmと 1× 1 5cmの 穿孔を2カ 所確認した。室町時代。

堀175出土土器 (図 33・ 図版 7)

土師器皿Nr(173～ 176)、 皿 Sb(177)、 皿 S(178～ 182)、 蓋 (183)、 塩壺 (184、 185)、

鍋 (186)、 瓦器壺 (187)、 瓦器瓦灯 (188、 189)、 白磁碗 (190)、 施釉陶器 (191～ 198)、 焼締陶

器 (199～ 201)がある。皿Nrは 口径54～ 6 0cm、 器高1.2～ 1 4cmを淑1る 。tt Sは 日径10.0～

14 0cm、 器高2.1～ 2 5cmを測る。186は焙烙鍋である。口径29 8cmを 測る。内外面ともに煤けて

いる。187は小壺で、日径6 4cm、 器高5 9cmを波lる 。内面から口縁部外面は横ナデ、体部外面中

央部は指押え、その下に沈線を 1本施す。体部下半は削 り後、磨 きを施す。188は燈火皿の受け

部分である。190は底部のみである。細かな貫入が認められる。191～ 193は美濃瀬戸皿である。

192と 193は底部内面にトチン痕が確認できる。194、 195は美濃瀬戸碗である。196、 197は天目茶

5

0                       10cm

図31 井戸56出土遺物実測図 (1/4)
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図34 土墳43出土遺物実測図 (1/4)

碗である。198は黒沓茶碗で、底部外面に線刻が確認できる。199は備前系橘鉢、200は 信楽系橋

鉢、201は丹波系橘鉢である。江戸前期。

土境43出土土器 (図 34・ 図版 7)

土師器皿Nr(202～ 211)、 皿 S(212～ 214)、 施釉陶器 (215～216)、 染付磁器皿 (217、 218)、

染付磁器碗 (220～221)、 焼締陶器 (222)がある。ttN rは 口径54～ 7 4cm、 器高11～ 1.8cmを

測る。皿 Sは回径110と 11 2cm、 器高1.9～ 2 2cmを 測る。214は灯明皿である。215は 黄瀬戸碗で

ある。銅釉の緑で文様が施されている。216は 呉須赤絵碗である。222は備前系橘鉢である。江戸

中期から後期。

―-21-―
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瓦類・瓦質製品 (図 35・ 36・ 図版8～ 1の

単弁十二葉蓮華文軒丸瓦 (223)

土墳232出 土。中房は平坦で、蓮子は明瞭でないが 1+4か。子葉は盛 り上が り、外区に珠文

を配する。瓦当上面はケズリ、瓦当裏面は指ナデ痕が確認できる。丸瓦部裏面に残る布 目痕は瓦

当との接合の際にナデ消されている。胎土は 5 mm以下の砂粒を多 く含み、灰白色を呈する。森ヶ

東瓦窯産である。

単弁十五葉蓮華文軒丸瓦 (224)

土墳426上面 (整地層④)出土。外区に子葉と同数の珠文を配する。中房の蓮子は 1+6。 瓦

当部狽l面 は横ケズリを施し、瓦当裏面は指ナデ痕が確認できる。胎土は l cm以下の小石を含み、

灰白色を呈する。

素弁五葉蓮華文軒丸瓦 (225・ 226)

225は 土墳337出 ±。中房は圏線で表され、中心に蓮子を 1個配する。外区周縁はない。瓦当裏

面は布 目痕が残る。一本造 りである。胎土は l cm以下の小石を含み、灰白色を呈する。226は土

墳328出 土。225と 同文である。瓦当裏面は粗い布 目痕が残る。胎土は 3 mm以下の砂粒を含み、黄

灰色を呈する。

単弁八葉軒丸瓦 (227)

土墳337出土。単弁で輪郭線があり、中房に「下」銘を入れる。外区に珠文を配する。瓦当部

側面は横方向のケズリ、瓦当上面は縦方向のケズリ、瓦当裏面はナデを施す。胎土は 2 mm以下の

砂粒を含み、黄灰色を呈する。2013年度の妙覚寺城跡の調査において同様の瓦が報告されている。

森ヶ東瓦窯産である。

複弁五葉蓮華文軒丸瓦 (228)

土墳287出土。瓦当裏面は指ナデを施す。胎土は 2 mm以 下の砂粒を多 く含み、にぶい黄橙色を

呈する。二次焼成を受けている。

三巴文軒丸瓦 (229・ 231・ 233)

229は 土墳165出土。右巻きの巴文である。尾部が互いに接 しない。胎土は 31111以下の砂粒を含

み、灰白色を呈する。231は 土娠39第 1層 出土。右巻きの巴文である。尾部が互いに接 しない。外

区に径 l cmの 珠文を密に配する。瓦当周縁部はケズリ調整を施す。瓦当裏面は丁寧なナデ、丸瓦

裏面はやや粗い指ナデを施す。胎土は 2 mm以 下の砂粒を含み、黄灰色を呈する。233は 3・ B区

整地層②出土。右巻きの巴文である。外区に珠文を密に配する。瓦当部側面から上面及び裏面は

ナデ調整である。胎土は 3 mm以下の砂粒を含み、灰白色を呈する。

三巴文軒桟瓦 (230)

井戸94石組内出土。右巻きの巴文である。尾部が互いに接 しない。外区に12個の珠文を配する。

瓦当部倶1面から上面及び裏面はナデ調整である。胎土は精良で微砂粒を含み、灰色を呈する。

―-23-―



菊文棟丸瓦 (232)

5・ B区整地層②出土。蓮弁は単弁 8弁で、弁央はくぼむ。瓦当部側面の上半は縦ナデ、下半

は横ナデ、裏面はナデを施す。胎土は精良で微砂粒を含み、灰色を呈する。

唐草文軒平瓦 (234・ 235・ 237～239)

234は 土墳300出土。瓦当凹面はやや雑なナデ、顎部凸面から瓦当裏面は横ケズリを施す。胎土

は 2 mm以 下の砂粒を含み、オリーブ黒色を呈する。235は 井戸47出土。瓦当凹面は縦方向のケズ

リ、顎部凸面から瓦当裏面は丁寧な横ナデを施す。胎土は精良で微砂粒を含み、灰色を呈する。

237は 土墳39第 1層 出土。瓦当凹面はケズリ、顎部凸面から瓦当裏面は横ナデを施す。胎土は15

mm以下の砂粒を含み、灰色を呈する。238は土墳39第 1層 出土。瓦当凹面と顎部凸面から瓦当裏

面は丁寧な横ナデを施す。胎土は精良で、 6 mm以 下の小石を含み、灰白色を呈する。239は 溝29

掘形出土。瓦当凹面は布 目痕にケズリを施す。顎部凸面から瓦当裏面は横ナデを施す。胎土は精

良で、オリーブ黒色を呈する。焼きがやや甘い。

剣頭文軒平瓦 (236)

土墳125出土。剣頭文を8個放射状に配する。瓦当周縁はケズリ、顎部凸面から裏面は横ナデ

を施す。平瓦部凹面は布目痕、凸面には指押え痕が確認できる。折 り曲げ式である。胎土は精良

で 211m以下の砂粒を含み、灰色を呈する。

瓦質温石 (240～242)

3点 とも建物基礎 142と 同一面で出土 した。240は径9 2cm、 厚さ2 9cm、 穿孔径2.2cmを測る。

表面は粗いナデ、孔は横ナデを施す。胎土は精良で灰色を呈する。241は径9.4cm、 厚さ3.lcm、

穿孔径2.4cmを測る。下面はケズリ、狽1面 は横ナデ、上面は未調整である。胎土はやや粗 く微砂

粒を含み、灰白色を呈する。焼きがやや甘い。242は 径10 4cm、 厚さ2.Ocm、 穿孔径2.lcmを測る。

上下面はケズリ、側面はナデを施す。胎土は精良で微砂粒を含み、灰色を呈する。

石 製 品 (図 37・ 図版10

砥石 (243～246)

243は 土墳150出土。残存長8 2cm、 幅3 5cm、 厚さ0 6cmを沢1る 。片面および側面を砥石 として

使用する。244は土墳26上層出土。残存長8 5cm、 残存幅5 5cm、 厚さ1.7mmを 測る。片面および側

面を砥石として使用する。245は 井戸20石組内出土。残存長7.lcm、 幅5 2cm、 厚さ2.4cmを 測る。

全面を砥石として使用する。246は 土墳130出土。残存長9.5cm、 幅5.3cm、 厚さ l cmを 波1る 。全面

を砥石として使用する。

硯 (247・ 248)

247は溝29掘形出土。長方形の硯で、長径8 4cm、 短径3.3cmを 測る。擦痕が多 く残る。248は 土

墳40掘形出±。長方形の硯で、長径13.9cm、 短径4 9cmを 測る。墨が確認できる。

滑石製羽釜 (249・ 250)

249は柱穴114出土。口径24.2cmを 測る。口縁部は肥厚 し、端部は平坦面を設ける。外面の鍔以
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石製品実測図 (1/4)

下は煤が付着する。250は 溝132出土。日径28 8cmを 測る。日縁端部は平坦面を設け、体部外面に

縦方向の加工痕が確認できる。口縁部断面に二次使用痕と考えられる擦痕が見られる。

土製品 。金属製品 (図 38～ 40・ 図版10

増壻 (251)

井戸48石組内出土。径20cm、 器厚約 3 cmを測る。内面には緑青が認められる。

小柄 (252)

5・ C整地層②出土。残存長9 4cm、 幅1.5cmを 測る。蟹の装飾が確認できる。

針 (253)

井戸20掘形出土。長さ8 cm、 最大幅045しmを 測り、扁平形である。

1    241            1     242

図36 瓦質温石実測図 (1/4)

245

1   246
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図38 土製品実測図 (1/4)

0                       10cm

図39 金属製品実測図 (1/4)

図40 銭貨拓影図 (1/15)

銭貨 (254～259)

大観通費 (254)は 1107年初鋳。 3・ C区整地層③より出土。景徳元賓 (255)は 1004年初鋳。

江戸時代の土墳146よ り出土。至道元賓 (256)は995年初鋳。柱穴184よ り出土。聖宋元費 (257)

は1101年 初鋳。江戸時代の溝29掘 形より出土。寛永通費 (258・ 259)の 内、258は 土墳 9よ り出

土。古寛永である。259は調査区南東部より第 1面遺構精査時に出土。新寛永である。
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めとまⅣ

今回の調査においては、平安時代から江戸時代にかけての土墳や井戸、堀、柱穴、庭園遺構 と

考えられる集石遺構や池などを検出した。

調査地である平安京左京三条四坊十五町は、「山井殿」と呼ばれる邸宅があったと文献に記さ

れている。この邸宅は平安時代前期には参議の藤原綱継、中期には右大臣の藤原定方、永頼、道

頼へと伝領 していく。定方は「山井殿」の他に十町の「中西殿 J、 七町の「大西殿」の合わせて

3つの邸宅を所有 していた。その後「山井殿」は藤原道長の手に渡 り、その妻明子と娘寛子の邸

宅となる。しかし中世になると、この地における邸宅の記述は文献上には認められなくなる。今

回はこの「山井殿」の検出を念頭に置き調査をすすめたが、平安時代前期に遡る建物遺構は検出

できなかった。しかし、調査区東部において11世紀代の方形の掘形をもつ柱穴跡を複数検出する

ことができた。これらの柱穴は近世以降の井戸や土娠によって削平を受け、建物跡として復原す

ることはできなかったが、文献史料にある邸宅の存在を推察することができた。

また、2011年度に実施された隣地調査で、平安時代前期から室町時代後期の路面と狽1溝が確認

されている。この路面がもともとは本調査地の西側を走る富小路で、桃山時代の秀吉の都市改造

によって現在の富小路に移動 している。検出された路面上には江戸時代の遺構が成立展開してお

り、桃山時代にはすでに道路としての機能を停止 していた可能性が指摘されている。今回の調査

地も同様に、富小路の宅地化とともに大規模な堀や井戸などが数多 く掘られていることが判明し

た。

以上、今回の調査では、文献史料にもある平安時代の「山井殿」と呼ばれる邸宅の存在を推察

することができた。また、隣地調査の報告 も合わせて、この地が天正地割による富小路の移動に

より宅地化 していく様オロを窺い知ることができた。

註 1『角川日本地名大辞典 26京都府』角川書店 1991年。

『日本歴史地名体系27 京都市の地名』平凡社 1979年。

『平安京提要』角川書店 1994年。

註 2 上村憲章『平安京左京三条四坊十町・鳥丸御池遺跡』古代文化調査会 2011年。

註 3 家崎孝治『妙覚寺城跡―平安京左京三条三坊七町・鳥丸御池遺跡―』古代文化調査会 2013年。

註 4 小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要 第 3号』

(財)京都市埋蔵文化財研究所 1996年。

註 5 註 3と 同じ。

註6『木村捷三郎収集古瓦図録』(財)京都市埋蔵文化財研究所 1996年。
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建設

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京左京三条

四坊十五町・烏

丸御池遺跡

都城跡

集落跡

平安時代

江戸時代

池、土墳、柱穴、溝、堀 土師器、須恵器、瓦器、

国産陶磁器、輸入陶磁

器、瓦類、石製品、土

製品、金属製品、銭貨

平安時代中期

の建物、池跡

Aラ ンク

点数

(箱数 )

内 訳

Bラ ンク

(箱数)

Cラ ンク

(箱数)

出土箱数

合計

点数及び箱数 259′点

(8箱 )

土師器181点、須恵器 1点、緑釉陶器 1点、

灰釉陶器 1点、瓦器13点、青磁 1点、白磁

5点、焼締 4点、施釉陶器10点、染付 5点、

軒瓦17点、瓦質製品 3点、石製品 8点、土

製品 1点、金属製品 2点、銭貨 6点

110箱 118箱
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図
版

一　

泣退
　
跡

1 第 1面全景 (南西から)

2 第 2面全景 (南西から)
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二
　
泣退
　
跡

1 第 3面全景 (南西から)

2 第 4面全景 (南西から)
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図
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三
　
泣退
　
跡

1 第 1面調査区南西部 (南西から)

溝29(北西から) 4 土墳39(北西から)

3 土墳43(西から) 5 建物基礎142と 温石出土状況 (北から)
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四
　
泣退
　
跡

1 第 2面調査区南東部 (南西から)

2 土墳130(東から) 4  堀 175(東から)

3 土墳176骨 出土状況 (西から) 5 井戸56(東から)
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五
　
泣退
　
跡

1 土墳299・ 213(南から) 5 柱穴378(南から)

2 土墳270(南から) 6 土墳369(南から)

3 柱穴358(東から) 7 溝480(北東から)

4  柱穴458(東 から) 8  池473 (北西から)
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74

池473(8・ 10)・ 土墳369(42・ 43)・ 土墳447(47)・ 土墳270

土墳177(90・ 91・ 94・ 98)・ 土墳299(108・ 130)出 土遺物

(70・ 73)。 土ウ霞300(74・ 78)
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物

187

土墳213(133)・ 土墳244(141・ 143・ 144・ 146・ 155)・ 堀175

出土遺物

221

(187・ 198)・ 土墳43(202～ 209・ 215・ 221)
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八
　
泣退
　
物

土墳232(223)・ 土墳426(224)・ 土墳337(225・ 227)・ 土墳328(226)・ 土墳287(228)・ 土墳165(229)・

井戸94(230)出 土遺物
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泣退
　
物

231

233

234

土墳39(231・ 237・ 238)・ 整地層② (232)・ 整地層② (233)

出土遺物

238

・土墳300(234)・ 井戸47(235)・ 土墳125(236)

235

236

237



図
版

一
〇
　
江退
　
物

溝29(239・ 247)・ 建物基礎142(240～ 242)・ 土墳150(243)・ 土墳26(244)・ 井戸20(245)・ 土墳130(246)・

土墳40(248)。 整地層② (252)出 土遺物
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246

243



平安京左京三条四坊十五町・烏丸御池遺跡

―俎屋町の調査―
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